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要約 
最新のストレージ アーキテクチャは、導入戦略やバリエーションと同様に、機能につ
いても多くの選択肢を提供しています。何をどこで使用するかを選択する際の意思
決定において優先度が高いのは、依然としてコストです。このホワイト ペーパーで
は、クラウドベースのストレージを使用することで生じる可能性のある一般的なコス
ト、明確でないコストや公表されていないコスト、さらに Dell APEX Data 
Storage Servicesがコスト削減のためにできることに焦点を当て、説明します。 
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エグゼクティブ サマリー 
 
ビジネス要件を速やかに満たすためにパブリッククラウドベースのリソースを活用する方法は、使いやすく、
無限の容量があるように見えることから、多くの IT管理者にとって魅力的です。また、クラウド サービスは
比較的簡単に取得できます。しかし、クラウド サービスのコストは複雑で難解になる可能性があります。
アクセス料金や、リソースのトレーニング、運用、管理に費やす時間などのコストは、インフラストラクチャの
配置場所に関係なく必ず発生します。クラウド サービスを管理する IT管理者は、クラウド サービスへの
支出に影響を与えるコスト増加要因を明確に理解している必要があります。アズ ア サービス インフラス
トラクチャは、これまでのような「購入して所有する」オンプレミス インフラストラクチャと比較すると一般的に
割高ですが、クラウド サービスのコスト増加要因は予測不能で、混乱の原因となる可能性があります。
本ホワイト ペーパーでは、大規模なエンタープライズ インフラストラクチャの運用に伴う総所有コストのさま
ざまな要因について概説します。目標は、クラウド ストレージ リソースを使用する際に不明確なことがあ
るコストという領域を明確にして、経済面で全体的としてより効果的な可能性がある代替の選択肢につ
いて検討できるよう情報を提供することです。 

 

日付 説明 

2023年 4月 新しいオファリングのリリースによる変更  

2022年 9月 イニシャル リリース 

 
 
デル・テクノロジーズおよび本書の作成者は、本書に関するご意見をお待ちしております。デル・テクノロ
ジーズ チームまで、E メールでご連絡ください。 

著者：Bryan McFeeters 
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クラウドに関するリソース、コスト、チャンス 
NISTによるクラウド コンピューティングの定義では、重要な特性として、オンデマンド セルフ サービス、幅
広いネットワーク アクセス、リソース プーリング、迅速な弾力性または拡張性、サービスが計測可能の 5
点が挙げられています。 

https://csrc.nist.gov/publications/detail/sp/800-145/final 

この広範な定義は、さまざまな業界（石油/ガス、農場/スーパーマーケット、物流）にも適用できま
す。このような業界のビジネスには、製品やサービスを規模に応じて提供するために効率化できるという
特性があるからです。ただし、クラウド コンピューティングでは「作成」されるリソースの多くが仮想であると
いう重要な違いがあります。つまり、石油パイプや 1ガロンの牛乳ではなく、仮想マシンや仮想ルー
ター、論理的に集約された多数のディスクなどです。インフラストラクチャ上で実行されるソフトウェアは、
マウスのボタンを数回クリックするだけで、またはオートメーションを通じて、新しいリソースを迅速にプロビ
ジョニングできます。クラウド サービスのプロビジョニングは非常に俊敏性と柔軟性に優れていますが、支
払い請求の急増のような複雑さを回避するために、コスト計画の中で監視、制御できる能力が非常に
重要になります。 

Flexera社の 2022 State of the Cloudレポートによると、「すべての調査対象者が最も重要なイニシ
アティブとして挙げたのは、6年連続で、既存のクラウド使用を最適化すること」でした。 (Flexera, 
2022) 

https://info.flexera.com/CM-REPORT-State-of-the-Cloud 

プライベートクラウド、パブリッククラウド、ハイブリッドクラウドのいずれを使用する場合でも、予期せぬコスト
超過を最小限に抑えつつリソースを効率的に使用するために、リソースを追跡、計画することが重要なタ
スクになります。幸いにも、主要なクラウド ベンダーやサード パーティーが、このような情報を厳密に監視し
て使用率急増の可能性を抑えるのに役立つ多くのツールを提供しています。 

Flexera社によると、調査対象者は、クラウド サービス支出のほぼ 3分の 1が無駄で非生産的なもの
であったと回答しています。企業は、慎重な計画、一貫性のある観測、運用上の連携、迅速な措置を
実施することで、クラウド リソースをより生産的に使用できるようになります。 

 
図 1 – 出典：『Flexera 2022 State of the Cloud Report』（Flexera 社）、

CC BY 4.0 ライセンスによって許諾されています 

 

クラウド 

https://csrc.nist.gov/publications/detail/sp/800-145/final
https://info.flexera.com/CM-REPORT-State-of-the-Cloud
https://info.flexera.com/CM-REPORT-State-of-the-Cloud
https://www.flexera.com/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode
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ストレージはクラウド運用の主要なコスト要素であるため、新規や既存のワークロードをクラウドに導入す
ることを決定する際に、ワークロードのストレージ要件を検討することが重要です。 

多種多様なプロトコルやストレージ タイプ、その他の選択肢が存在するため、ワークロード、統合のニー
ズ、利用可能なストレージの特性に関するさまざまな要因を考慮に入れた分析ツールや計画ツールを使
用しなければ、選択することが難しくなりかねません。 

パブリッククラウド プロバイダーに関する一般的なストレージ コスト要因を見てみると、通常、請求は主に
次の項目に集約されます。 

• 容量（GB単位）：使用しているストレージの量 

• IOPS/パフォーマンス：ストレージに対して求める速度 

• データ アクセス/転送：クラウド内外に、またはクラウドを中心として動かすデータの量 

各ストレージ タイプ（ファイル、ブロック、またはオブジェクト）について、第 1のコスト増加要因は地理的
な場所によって決まります。つまり、GBあたりの価格はリージョンによって異なるのです。多くの場合データ
は、データを作成し、データにアクセスするコンピューティング リソースの近くに配置する必要があるため、ス
トレージ リソースの場所が制限される場合があります。リージョン内の複数のアベイラビリティ ゾーンから
データにアクセスできる必要がある場合も、コストが増加する可能性があります。総容量、アクセス頻度、
階層化、基盤となるストレージ テクノロジー（SSDか HDDか、など）といった、その他の要因もスト
レージ コストに影響を及ぼします。 

価格設定に関わる第 2のコスト要因は、ストレージ リソースのパフォーマンスです。ソリッド ステート ドライ
ブ(SSD)は、コストが高くなるものの、より優れたパフォーマンスが得られるため、低レイテンシー アクセスを
必要とするワークロードに適しています。一方、ハード ドライブ(HDD)は、より大きい大容量が得られるた
め、スループット重視のワークロードに適しています。さらに、多くのクラウド プロバイダーが幅広いパフォーマ
ンス オプションのポートフォリオを提供しており、選択によってはストレージ サービスのコストが高まる可能
性があります（可変 IOPSなど）。また、ベースラインを超えて高速化する場合は、ボリュームあたりの追
加 IOPごとに毎月課金されます。 

最後に、ストレージ サービスにおける第 3のコスト増加要因は、データにアクセスし、当初の場所からワー
クロードが実行されている環境に動かし、場合によっては元の場所に戻すというニーズです。多くの場合、
このようなストレージ ネットワーク トラフィックは、IT管理者にとって予期せぬコストの原因となります。通
常、クラウド ストレージへのデータ アップロードは無料で、同じリージョン内のリソース間またはサービス間の
データ転送も無料です。ただし、注意が必要な例外があります。 

例えば、AWS Storage Gatewayの場合、ゲートウェイ アプライアンスから AWS Storage Gateway 
Serviceへのデータ イングレス（内部への移動）には料金がかかりませんが、サービスからファイル、ブ
ロック、またはテープへのデータ転送には現在 1GBあたり 0.01 ドルの料金がかかります (Amazon Web 
Services, 2022)。 

大きなコストが発生するのは、クラウド プロバイダーからオンプレミスに戻す、あるいは異なるリージョン間
や、さらには複数のクラウド間でデータを転送する必要がある場合です。このようなクラウドからのデータ転
送やエグレス（外部への移動）は転送量に基づいて課金され、動かす容量が増加するにつれて適用さ
れるレートは低下します。 

企業は、クラウド戦略としてハイブリッド アプローチを採用する傾向にあります。Flexera社の State of 
the Cloudレポートによると、「大半の調査対象者が、（多様化、冗長性、可用性、移動性などの理
由で）複数のパブリック クラウドとプライベート クラウドを使用している」とのことです。 (Flexera, 2022)こ
のようなクラウド間の柔軟なデータ転送に対するニーズは、クラウド戦略を成功させるためにますます重要
になっています。包括的なコスト計画には、データを作成する場所、集約する場所、処理、エクスポート
する場所、基盤となるストレージの場所を含める必要があります。 

ストレージのコスト  
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クラウド ストレージ サービスを選択する際、すべてのコスト増加要因を把握したとしても、新たな運用上
の課題によってコストがさらに生じる可能性があります。 

経験の浅いクラウド管理者の場合、一般的なミスが予期せぬ不要なコスト超過につながる可能性があ
ります。パブリッククラウドを使用すると、ストレージ リソースのプロビジョニングと規模の調整が容易になりま
すが、ストレージ ボリュームのように膨大な数に上るクラウド リソースを追跡、制御できなくなることも少な
くありません。これにより、効率的に使用されていない、あるいはまったく使用されていないストレージ リソー
スにかかるコストが簡単に増加してしまう場合があります。 

クラウド ベンダーやサード パーティーが、特定のシナリオでクラウド リソースを使用する際にかかるコストを
予測できる多くの分析ツールを提供しています。しかし、最適な計画を乱すおそれがあり、頻発する課題
がいくつか残っています。 

古いリソース、未使用リソース、孤立したリソース 

要件の変更により使用できなくなったリソースを忘れずに削除することは簡単に思えますが、大規模なス
トレージ リソースの管理は大きな課題になる場合があります。 

例えば、ストレージが接続された状態で、VMをデフォルトで導入した場合、フラグ設定を 1つ間違えた
だけで、VMを削除してもストレージは自動的に削除されません。 

あるいは、開発者がいつもの習慣として、データのコピーを複数保持するケースもあります。避けることので
きない無秩序な増加を最小限に抑え続けるには、厳格な基準とレポート作成ツールが必要です。 

ストレージの構成ミス 

ワークロードのニーズに対して過剰な性能のストレージ サービスを利用することは避けましょう。IT管理者
は、ワークロード要件を十分に理解すれば、適切なストレージ性能のレベルを選択できます。 

ストレージ リソースのオーバープロビジョニング 

一部の構成のタイプでは、ボリュームの作成時にクラウド ストレージ容量が課金されます。容量はすべて
前払いで利用可能であり、ボリュームに対して実際に書き込みが行われたかどうかに応じて請求されま
す。繰り返しになりますが、容量プランニングのための信頼できる予測モデルがないと、このようなシック プ
ロビジョニングによって、ストレージの使用率が非常に低くなり、ストレージに対して本来よりも高い料金が
請求されてしまう場合があります。 

 

  

運用の複雑さ 
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クラウド ストレージ サービスに関する多くのコスト課題は、Dell APEX Data Storage Servicesで利用
できる機能と価格モデルによって適切に管理できます。 

Dell APEX Data Storage Servicesは、拡張性と弾力性に優れた各種ストレージ リソースを提供す
るアズ ア サービス ポートフォリオです。Dell APEX Data Storage Servicesを利用すると、変化するビ
ジネス ニーズに対応し、複雑さを排除し、リスクを軽減することができます。パブリッククラウドと同様、この
サービスによって、IT管理者はインフラストラクチャではなく成果に集中できるようになります。Dell APEX 
Data Storage Servicesのコスト モデルはシンプルでありながら、接続、監視、オートメーション、コスト
管理の各機能を備え、従来型のユース ケースに対応するストレージ リソースを提供します。 

 

 
 

IT管理者は、Dell APEX Data Storage Servicesによって次のメリットを得ることができます。 

• 最適化でシンプルさを実現：テクノロジー更新サイクルに関連する資本予算の制約を排除で
きます。これにより、ITスタッフはより付加価値の高い活動に集中できるようになります。 

• 俊敏性の向上：ワークロード要件に基づいて容量の規模を調整できます。その結果、必要に
応じて顧客にリソースを提供し、予想される使用量ではなく実際の使用量に合わせて支出を
調整することができます。  

• データの管理性：クラウド利用戦略を活用して、データ ローカライゼーション、規制、監査の各
要件に対応できます。これにより、組織にとってのサービス プロバイダーになることができます。 

Dell APEX Data Storage Servicesでは、Dellが所有するインフラストラクチャを利用して管理上の
負担を削減できます。また、Dellが管理する相互接続されたコロケーション施設に導入するオプションを
選択すると、日常業務の責任がさらに軽減されます。この導入構成により、スペース、熱、電力、冷却と
いったデータセンターに関する問題について心配する必要がなくなります。また、ストレージ リソースをパブ
リッククラウドのリソースやサービスに隣接して配置し、さらに魅力的な TCOシナリオを作成できます。 

選択肢と代替案 



 クラウドに関するリソース、コスト、チャンス 

 

9 クラウド ストレージのコストを明快にする 
TCOに関する各種要因と考慮事項 

 

コスト モデル、バッファー、オンデマンド使用量 

Dell APEX Data Storage Servicesは、ストレージ アズ ア サービス サブスクリプションであり、次の属
性によって請求レートが決まります。 

• サービス タイプ：Block、File、または Backup Target 

• パフォーマンス階層：IOPS/スループットに基づいて、複数のオプションから選択 

• 基本容量：コミット済みのストレージ容量  

• サブスクリプション期間：1年、2年、3年、4年、または 5年 

• 場所：オンプレミス、または Dellが管理する相互接続されたコロケーション施設 

• 管理フレームワーク：Dellが管理、またはお客様が管理 

このような属性は注文処理時に定義されます。それをもとに、サブスクリプション期間全体を通じて有効
なレート カードが決まります。Dell APEX Data Storage Servicesを使用すると、IT管理者は、現在
のストレージ ニーズに緊密に合致するよう設計された導入から開始し、ストレージ ニーズの増加に応じて
容量を拡張することができます。このアプローチにより、非常に厳密な容量プランニングとオーバープロビ
ジョニングに対する要件が緩和されます。 

本サービスには、使用率の急増を考慮して、基本容量を超えるバッファー容量も含まれています。スト
レージ システムには、少なくとも基本容量の 40%に当たるバッファー容量が含まれます。 

全体の基本容量に対して毎月料金が発生しますが、オンデマンド使用量については、実際に使用され
た月内の期間に対してのみ料金が発生します。請求レートに関する重要な要素は、基本容量とオンデ
マンド使用量が同じレートで請求されるという点です。 

容量の規模を調整し、需要の急増に対処できるため、柔軟性に優れており、長期間にわたってコストを
抑制し続けることができます。 
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両方の長所を活かす 

Dell APEX Data Storage Servicesはクラウド ストレージ プロバイダーに比べて柔軟性に優れ、スト
レージ容量に対する従来型のニーズにオンプレミスで対応できるほか、必要に応じてパブリッククラウド リ
ソースやその他のプライベート データセンターにも接続できます。ワークロードとストレージをオンプレミスまた
は共有コロケーション施設内に合わせて配置すると、エグレス料金の計画、追跡、管理に関する負担を
軽減できます。 

パブリッククラウド ストレージ プロバイダーのレートは既に公表されていますが、クラウド内でのエグレスやそ
の他のデータ移動操作に関連する料金によってコストが高まる可能性があります。 

Dell APEX Data Storage Servicesの場合、レート カードが公表されており、イングレス料金もエグレ
ス料金もなく、ネットワーク帯域幅の料金もなく、バッファー容量のオンデマンド使用に対して同一請求
レートが適用されます。そのため、コストがシンプルであり、オンプレミスとクラウド両方の長所を兼ね備えて
います。 

 
 

Dell APEX Data Storage Servicesの詳細については、www.Dell.com/APEX-Storage をご覧く
ださい。  

  

http://www.dell.com/APEX-Storage
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